
計
1,237,965.962 頁計 1,237,965.962

64,290.000 64,290.000

4712340021

自動車の保有者
沖縄県南風原町字兼城○○

1,116,981.605 株式会社　県税石油　兼城給油所

9999990208 0.000

9999990208 400.000 4712340011

4712340039

自動車の保有者
沖縄県那覇市泉崎○－○－○

32,694.357 株式会社　県税石油　那覇給油所

株式会社　潮崎フェリー
沖縄県糸満市潮崎町○－○－○

50,020.000 株式会社　県税石油　南部営業所

97111300018 50,020.000

4798760011 0.000 1312340014

4712340039

琉球オイル有限会社　浦添給油所
沖縄県浦添市安波茶○－○－○

19,100.000 県税商事　株式会社　沖縄油槽所

港町　太郎　港町商店
沖縄県那覇市西○－○－○

5,300.000 株式会社　県税石油　南部営業所

97111200011 0.000

9711110015 13,870.000 4712340039

泉崎バス株式会社　那覇営業所
沖縄県那覇市泉崎○－○－○

株式会社　県税石油　南部営業所13,870.000

納　入　地 うち課税対象とならない数量
納 入 を 行 っ た 者

氏名又は名称 コ　ー　ド コ　ー　ド

納　入　を　受　け　た　者 納　入　数　量 引渡しに係る軽油の

令和 00 年 09 月分

住 所 又 は 所 在 地

0001 枚のうち

0001 枚　　目

登録特別徴収義務者の
沖縄県那覇市旭町○○番地○

登録特別徴収義務者の
株式会社　県税石油

氏 名 又 は 名 称

）（ 09 月

4712340001 47002 00
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「納入地」には、特別徴収義務者から現実の納入に伴う軽油の引取りが行われた当該場所を記

載してください。

・特別徴収義務者が軽油を「持ち届けた」場合→その軽油を持ち届け、納入した場所

・特別徴収義務者が自社のＳＳで顧客に販売した場合→当該ＳＳの所在地

ただし、納入を受けた者が、石油製品の販売業者である場合には、その販売業者の当該石油の

納入に係る事業所が「納入地」となります。

自社のＳＳで顧客に軽油を販売した場合は、個々の氏名又は名称

を省略して「自動車の保有者」として一括記載する。なお、その際

コードは「9999990208」を用いる。
軽油の現実の納入を行った者の名称を、

出荷に係る事務所事業所ごとに記載する。

申告書別表には事業所コードを用いる。

【記載の要領】

① 軽油の納入する納入数量明細書には、納入申告書（第16号の10様式）の

「月中における引渡しに係る軽油の納入数量（ア）欄」の内訳を記載してください。

② 特別徴収義務者が現実の納入を伴う引渡しを行った軽油について、当該軽油の

「納入地」ごとにその軽油の数量を記載してください。

③ 「うち課税対象とならない数量」欄には、「元売→元売」間の引取り、「元売→特約」間

の引取り、課税済軽油の納入、免税証による納入等に係る数量を記載してください。

課税済軽油の場合、『軽油引取税納入申

告書の（エ）欄の数量を証する書類』を作

成する。

免税軽油使用者に対する納入の場合、

別途『免税証集計表』を作成する。

合計数量：

複数枚ある場合には、最終ページのみに記載してください。

16号の10様式（ア）、（キ）欄と一致しているか確認

記載例

支店・営業所名及び当該コードを記載

する。

.   


